
さまざまな人間が行き来する、ここ東京

「六本木」。この六本木に腰を据えて飲食

店を経営している「東京レストランツファ

クトリー株式会社」という飲食店企業があ

る。なんと六本木だけでも「５店舗」、銀座

に「１店舗」経営しているのだ。今月の

ローヤルタイムズはここ六本木に先月

オープンした、東京レストランツファクト

リーの新店舗「御曹司 きよやす邸」に取

材に行った。

入り口には、江戸時代を彷彿とさせる

和の雰囲気、階段を下ると溜め池があり、

中で魚でも泳いでいそうな感じだった。照

明は人間が嫌にならない程の絶妙な明か

りで、テーブルや一厘咲きが掛けてある

壁を照らしていた。カウンター以外は全室

個室で、接待や会食に持ってこいである。

僕らローヤル探検隊は和廊下が続く奥の

部屋へと案内された。

季節により新鮮な食べ物を提供して頂

けるということで、我々が注文した「きよ

年末商戦の時期が近づいてきました。今年も暗い話題が多い外食・中食業界ではありますが、

みなさん盛り上がって欲しいものです。昨年の今頃のローヤルタイムズでも取り上げました

が、やはり忘年会は大規模な人数も良いですが、少人数で「いつもよりリッチに」行うのも根強

い人気があります。そんな中、まさにピッタリのお店を今回はご紹介したいと思います。

レポートにもあった「若女将館」は、技術だけでなく、人間性も育んでもらいたいとの願いが

あるプロジェクトで、必ずしも女将を目指していなくても良いそうです。今、外食業界は慢性

的な人手不足ですが、特に和食の世界は深刻で、普通に募集をしても若い人は集まらない

そうです。ですが、このような形で、少しでも日本の歴史や文化を大切にし、和食の素晴らし

さに触れ、人と人、人と仕事を結びつける試みをしている事は大変素晴らしく、人手不足を

解決する一筋の光を照らし出しているように思えました。

やす会席」も季節に合わせて料理は変わ

るのだ。会席料理は一品づつ出てくるも

のだが、撮影も兼ねていたので店長は快

く全ての料理をテーブルに持ってきてく

れた。お皿にも料理長の個性がたっぷり

出ており、盛り付けは絶妙で繊細なもの

だった。先に無添加で生きた酵母の生

ビール「白穂乃香の生ビール」で口の中を

改め、先付「落花生の豆冨」から始まり、前

菜５品、御造、温物、焼物、食事、甘味で終

了。どの料理も絶品の思い出なのだが、中

でも僕は北海道産黒毛和牛サーロインの

鉄板焼きが沁みました。ホッペも落ちまし

た。料理は写真を見ていただけるとわか

るでしょうが、会席でこれだけのボリュー

ム。最後に蕎麦焼酎（別注）を蕎麦湯で割

り、お腹いっぱいである。

大切な人と、我々が忘れがちな情緒あ

る和の中で、ゆっくり会席を楽しみなが

ら、今年一年を振り返りながらの忘年会も

良いかもしれない。

さて、きよやす邸では「若女将館」という

プロジェクトがあり、３ヶ月に渡り日本料

理の歴史、教養、おもてなし、接客のしか

た等を若い女性に学んでもらうというプ

ロジェクトがある。興味のあるかたは是非

チェック！東京レストランツファクトリーさ

んにはこれからもどんどん飛躍して頂き

たい。そう願った、無国籍タウン「六本木」

での夜でした。
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